
できるだけ自宅で過ごさせたい

　母は、城島町の「こころ弐番
館」を利用しています。8 年前、
病気で認知症になり、主治医か
らは、施設入所を勧められまし
た。しかし、母は「家に帰りた
い」。一人で歩け、食事も排せ
つもできたので、私と弟もでき
るだけ自宅で過ごさせたいと考
えました。1 人暮らしで認知症
の母を見るとなると、さまざま
なサービスを利用しないと難し
いと思い、1 つの事業者で対応
できる小規模多機能施設の利用
を決めました。最初は通うのを
渋っていた母ですが、今は安

心して過ごせているようです。
現在、週 4 日通いサービスを、
それ以外の日は、こころ弐番館
からの食事配達を利用してい
ます。私と弟が交代で泊まりに
行きますが、家族の事情や本人
に合った対処をしてもらえるの
で、とても助かります。認知症
と理解していても、同じことを
繰り返し話す母と 1 日中いる
のは大変。家族だからこそ、離
れている時間も大事だと思いま
す。今後も母の状態を見ながら、
自宅生活を送れるようにサービ
スを利用していきたいです。

　小規模多機能型居宅介護を利用している居石タケ子さん（城島町）は、
現在 91 歳、要介護１で１人暮らしです。介護している娘の石井眞弓さん

（江戸屋敷）に話を聞きました。
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サービスを利用したい
　介護保険サービスを受けるためには、
介護認定が必要です。

【申請までの流れ】
①申請書を提出
　本庁舎６階の介護保険課か各総合支
所、各市民センターの窓口で、本人や
家族などが申請。市ホームページから
電子申請も可能。
②認定調査
　市や委託事業所の認定調査員が、訪
問して、普段の状況などを本人や家族
から聞き取り。
③審査
　認定調査と主治医意見書をもとに審査
し、要介護度等状態区分を決定。被保険
者によって有効期間が異なります。期間
の途中、心身の状態が変わったときは、

「区分変更申請」を行うことが可能。
④サービスを利用
　地域包括支援センター職員か介護支援
専門員と相談し、介護サービスを決定。

在宅生活を支える多様なサービス
　介護保険サービスには、他にもさまざまな種類があります。介護度によって利用限度額や利用
できるサービスの範囲が変わります。一部を紹介します。

訪問看護
　看護師などの医療関係者が
自宅を訪問し、主治医の指示
に基づき、診療の補助や在宅
酸素、人工呼吸器などの管理、
血圧・体温・脈拍のチェック
などを行います。

福祉用具貸与
　日常生活の自立を助けるた
めの用具を貸し出します。対
象は、車いす・歩行器・歩行
補助つえ・認知症老人徘

はいかい
徊感

知機器・特殊寝台など。

住宅改修
　安全に自宅で生活を送るた
めに行った住宅改修費用の 7
～ 9 割を給付します。対象は、
手すりの取り付け・段差解消・
洋式便器などへの便器の取り
換え・扉の取り換えなど。市
の事前承認が必要です。

ショートステイ
　施設に 1 週間程度までの短
期で入所できるサービス。連続
利用は最長 30 日まで。食事・
入浴・排せつの手伝いなど日常
生活全般の介護やリハビリを受
けたり、レクリエーションに参
加したりできます。

母の居石タケ子さん（右）と
話す石井眞弓さん

動画公開
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